
わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 5 年（2023年）10 月 1 日発行 （ 12 ）第 71 号

　

猛
暑
を
乗
り
切
り
、
よ

う
や
く
秋
を
迎
え
ま
し

た
。

　

本
年
5
月
か
ら
「
新

型
コ
ロ
ナ
」
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
仲
間
入
り
と
な

り
、
は
や
数
カ
月
経
ち
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
半
信
半
疑
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
の

で
は
？ 

　

し
か
し
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

は
前
向
き
で
す
‼ 

数
年
間
で

衰
え
た
体
力
を
挽
回
す
べ
く
活

発
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

　
「
元
気
に
な
る
ヨ
！
」
と
周

り
に
声
を
か
け
、

若
々
し
く
楽
し

ん
で
活
動
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

（
A
）

　
「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」の
発
行

に
あ
た
り
格
別
の
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
き
、お
か
げ
さ
ま
で
第

71
号
が
無
事
発
行
で
き
ま
し
た

こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
紙
は
高
齢
社
会
の
心
の

糧
と
な
る
情
報
紙
を
め
ざ
し
て

お
り
ま
す
。今
後
と
も
内
容
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ま
す
ま
す
の
ご
後
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
公
社
）名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
掲
載
の
ご
協
賛
御
礼

■
編
集
委
員

　

こ
の
号
の
編
集
は
私
た
ち
が

　

担
当
し
ま
し
た
。

　

長
尾　

滋
男（
市
老
連
常
任
理
事
）

　

村
瀬　

勝
男（
市
老
連
理
事
）

　

田
代　

吉
洋（
中
村
区
）

　

朝
日　

俊
彦（
中
区
）

　

高
橋　

静
江（
昭
和
区
）

　

吉
田　

憲
二（
瑞
穂
区
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報

　

を
チ
ェ
ッ
ク
！  

ぜ
ひ
ア
ク 

　

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　（http://w
w
w
.

nagoyarouren.com

）

編  集  後  記

お
楽
し
み
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

タテのカギ ヨコのカギ★
解
答
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記

　

の
う
え
、
市
老
連
事
務
局
（
11
ペ
ー
ジ
の
投
稿
に
つ
い
て
の

　

お
知
ら
せ
欄
に
宛
先
記
載
）
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
正
解

　

者
の
う
ち
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
10
名
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ

　

ザ
ッ
ク
美
術
館
・
名
古
屋
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
美
術
展

　

の
チ
ケ
ッ
ト
を
各
５
組
10
名
、
森
永
乳
業
「
大
人
の
た
め
の

　

プ
ロ
テ
イ
ン 

タ
ン
パ
ク
生
活
」
を
20
名
、
吉
田
麺
業
「
き
し

　

め
ん
詰
合
せ
」
を
5
名
、
合
計
55
名
の
方
に
贈
呈
し
ま
す
。

★
締
切
は
11
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

★
前
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
2
6
8
通
の
ハ
ガ
キ
が
寄
せ

　

ら
れ
ま
し
た
。
正
解
は
「
ツ
ウ
ヨ
ウ
モ
ン
」
で
し
た
。 ◎問題　タテとヨコのカギを解い

て、ABCDEFに入ることばを見つ
けてください。
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朝
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※
歌
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は
３
番
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で
あ
り
ま
す
。

※
歌
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は
３
番
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で
あ
り
ま
す
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文
部
省
唱
歌

文
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唱
歌

　1912 年（明治 45 年）に文部省から刊
行された「尋常小学唱歌」に掲載された。
祭囃子の賑やかな様子が太鼓と笛の擬音で
繰り返し表現され、楽しい雰囲気を醸し出し
ている。自然信仰が根付く日本では、鎮守
の森に神様が住むと考えられ、秋には実り
の収穫を感謝して奉納するようになった。 ※プレゼント提供企業様に発送に必要な情報（当選者情報）を開示しますが、発送以外での利用はいたしません。

読者プレゼント お楽しみクロスワードを解いて応募しましょう（左下の応募要項参照）。

秋の所蔵品展 特別展「開館35周年記念 福田美蘭─美術って、なに？」
　ロココからエコール・ド・パリまでの絵画や、
エミール・ガレに代表されるアール・ヌーヴォー
のガラス工芸、家具など、フランス美術 300年
が一望できる作品が一堂に会します。約180
点の主要なコレクションをご覧いただけます。

　中部地方では初となる現代美術家・福田
美蘭の個展。時事問題や古今東西の名画
を題材に、固定観念を覆す鋭い視点で、とき
にユーモアを添えて表現する。名古屋市美
術館所蔵品から着想した新作も展示予定。

● ヤマザキマザック美術館（地下鉄「新栄町」駅直結）
会期/2023年9月1日㈮～10月22日㈰
開館/平日10：00～17：30、土日祝10：00～17：00 ※入場は閉館30分前まで
休館/月曜日 ※月曜が祝日の場合は開館、翌日休館
入館料/一般1,000円、小中高生500円、小学生未満無料
☎052-937-3737　ホームページ https://www.mazak-art.com

● 名古屋市美術館（芸術と科学の杜・白川公園内）
会期/2023年9月23日（土・祝）～11月19日㈰
開館/9：30～17：00（11月3日を除く金曜日は20：00まで）※入場は閉館30分前まで
休館/月曜日（※10月9日は開館）、10月10日㈫
入場料/一般1,500（1,300）円、高大生1,100（900）円、中学生以下無料
※（　）内は20人以上の団体料金　☎052-212-0001

　小麦粉と塩、水のみで作り上げ
るめん。愛知県産「きぬあかり」
や三重県産「あやひかり」など
麺づくりに適した国産の小麦粉と、
国内産の塩、そしてまろやかな口
当たりの軟水で作り上げる吉田麺業のこだわりあるめんです。

創業明治２３年。めん造り一筋 きしめん三昧

● 吉田麺業 店舗情報
中村区椿町 6-9
中川区新家一丁目 1918
中川区荒子二丁目 222

エスカ店
千音寺店
荒 子 店

☎ 052-452-2875
☎ 052-432-2875
☎ 052-355-7003

　いきいきとした生活を送るためにたん
ぱく質をとり入れることが必要ですが、
実はたんぱく質は運動しなくても消費さ
れています。大人のためのプロテイン「タ
ンパク生活」は、毎日の食事の中で無
理なくたんぱく質を補うことができます。

大人のためのプロテイン タンパク生活

● 森永乳業株式会社 東海支社
〒461-8658 名古屋市東区徳川一丁目 15-30 名古屋リザンビル 4 階
☎ 052-936-1591
営業時間 / 月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30

エミール・ガレ《ホオズキ文花器》1894年頃 福田美蘭《松竹梅》2017年、アクリル・パネル、千葉市美術館蔵
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物事を成就するには相応の時間がか
かるという意味のことわざ。「○○栗
三年柿八年」
油あげの中に酢飯をつめた食べ物
湯を沸かす金属の道具
体重が元に戻ること
美しいふるまい。「○○○が美しい」
上下の歯がぴたりと合うこと。または
その具合
事業や学術研究の上でなしとげた仕
事。または仕事のできばえのこと
「○○○三晩、寝ずに考えた」
一週間それぞれの日に付けられている
共通の呼び方
『まったく』『少しも』などの意味で使
われる言葉。「○○知らず」

2

3
4
5
7
8

10

12
15

18

相手の立場になって考える心
もち米でできた皮を二枚あわせ、中
にあんをつめた和菓子
○○犬、○○刈り機、○○遼太郎
森林を育成・保護し、木材などによっ
て利益を得る産業
土の中に住む細長い動物。排泄物
は良質の肥料になる
事業などで収支を予測し、必要な
数字・金額などを見積もること
スポーツなどで段違いの強さで勝
つこと
奈良時代に発生した日本固有の詩歌
左は左折。右は？
優秀な者が例外的に学年を飛び越
して進級すること
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